
　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
企

業
会
計
の
決
算
が
、
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
な
ど
が
い
く
ら
入
っ
て
き
て
、
そ
の
お
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
25
年
度
の
歳

入
・
歳
出
の
内
容
や
総
合
計
画
の
目
標
に
沿
っ

て
実
施
し
た
個
別
事
業
の
決
算
額
、
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
指
標
と
な
る
健
全
化
判
断
比
率

な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

決
算
の
状
況

（
金
額
に
つ
い
て
は
、表
示
し
て
あ
る
金
額
の
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
。）

問合せ
財政課 ☎ 23 － 2113

用
語
の
説
明

歳

入	

年
度
内
に
入
っ
て
き
た
お
金
。

歳

出	

年
度
内
に
使
っ
た
お
金
。

自
主
財
源	

市
が
独
自
に
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
お
金
。
市
民

税
、
固
定
資
産
税
、
使
用

料
及
び
手
数
料
な
ど
。

依
存
財
源	

国
や
県
な
ど
か
ら
入
っ
て

く
る
お
金
。
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
、
市
債
な
ど
。

国
県
支
出
金	

特
定
の
事
業
の
財
源
と
し

て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
。

市

債	

市
が
大
き
な
建
設
事
業
を

行
う
た
め
に
、
国
や
金
融

機
関
な
ど
か
ら
長
期
に
わ

た
っ
て
借
り
る
お
金
。

市民１人当たりが納めた市税

※市民１人当たりの金額は、平成25年４
月１日現在の人口 29,995 人で算出し
ました。（次ページの市民１人当たりに
使われた金額も同様）

合計
137,693円

固定資産税
59,105円

市民税
57,684円

軽自動車税
2,155円

都市計画税
10,031円

市たばこ税
8,718円

一般会計

歳 入 135億2,349万円

市税
（固定資産税や市民税、
都市計画税など）
41億3,007万円

自主
財源
48.5%

依存
財源
51.5%

繰越金
（前年度からの
繰り越されたお金）
10億8,404万円

繰入金
（各基金から取り
崩して一般会計に
繰り入れたお金）
4億4,070万円

諸収入
（貸付金元利収入など）
3億5,810万円

使用料及び手数料、
分担金及び負担金
（市営住宅使用料や
施設利用者の負担金など）
4億5,845万円

財産収入、寄附金
（土地貸付収入など）
9,319万円

地方交付税
（各自治体が標準的な行政サービ
スを提供できるよう、一定の基準
により国が交付するお金）
28億4,143万円

国県支出金
（国や県からの補助金など）
25億3,057万円

市債
（国や金融機関から
借り入れたお金）
10億8,750万円

交付金
（地方消費税や
地方特例交付金など）
3億5,792万円

地方譲与税
（国が徴収した自動車重量税
などから分配されたお金）
1億4,152万円

30.5%

8.0%
3.3%

2.6%
3.4%

0.7%

21.0%

18.7%

8.0%
2.7%
1.1%

　歳入を構成比でみると、市税などの自主財源は 48.5％、国や県の補助

金などの依存財源は 51.5％となりました。
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平成25年度　決算

一般会計

歳 出 127億３,762万円

　歳出のトップは高齢者、障害者、児童な

どの福祉に用いる民生費で全体の 29.2％を

占めました。次いで公債費の 13.8％、総務

費の 13.2％と続いています。

市民１人当たりに使われたお金

国や県からの補助金などを活用して、市民１
人当たりの市税収入（137,693円）の3.1
倍の行政サービス（支出）を提供しました。

合計
424,658円

民生費
124,035円

諸支出金 3,367円

公債費
58,451円

総務費
56,199円

災害復旧費 3,663円

土木費
47,875円

教育費
42,680円

消防費
38,885円

衛生費25,955円
農林水産業費 9,085円
商工費 7,898円
議会費 6,565円

　「地方公共団体の財政の健全化に関する

法律（財政健全化法）」により、地方公共

団体は、毎年度、実質的な赤字や、外郭団

体を含めた実質的な将来負担などを表す指

標（健全化判断比率）と、公営企業ごとの

資金不足額を表す指標（資金不足比率）を

議会に報告し、公表しています。

　市の数値は、いずれも地方公共団体の財

政の健全性を示す早期健全化基準以下であ

り、適正な財政運営といえます。今後も、

健全な財政を維持しながら、より効果的か

つ効率的な財政運営に努めていきます。

健全化判断比率と資金不足比率　～全会計において適正運営状況を維持～

健全化判断比率（地方公共団体の財政の健全化に関する指標）
指　　　　　標 25年度

算定結果
財政健全化法
早期健全化基準

実質赤字比率 一般会計等の赤字の割合 赤字がな
いので該
当なし

13.92％

連結実質赤字比率 一般会計や公営企業会計を合わせた市全体の赤
字額 18.92％

実質公債費比率 市税等の年間収入のうち市全体の借金返済額が
占める割合 17.2％ 25.0％

将来負担比率
市全体の借金等が市税等の年間収入の何年分に
あたるかを表す指標（100％）が１年分にあた
ります）

120.4％ 350.0％

資金不足比率（地方公営企業の経営の健全化に関する指標）　　　
会計名 25年度算定結果 早期健全化基準

水道事業会計
赤字がないので該当なし

20.0％
工業用水道事業会計 20.0％

特別会計等の決算額
会　計　名 歳入（収入） 歳出（支出）

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 33億8,028万円 33億 7,946万円
後期高齢者医療 2億8,717万円 ２億8,568万円
介護保険（保険事業） 25億1,699万円 24億 5,801万円
介護保険（介護サービス） 668万円 637万円
霊園事業（秋山菖蒲霊園） 349万円 349万円
霊園事業（高萩霊園） 1,512万円 1,427万円

公
営
企
業
会
計

水道事業
収益的 7億663万円 5億4,738万円
資本的 7,864万円 4億5,254万円

工業用
水道事業

収益的 1億9,196万円 1億4,235万円

資本的 0 6,685万円

民生費
（高齢者、障害者、児童などの福祉の費用）
37億2,044万円
公債費
（国や金融機関から借り入れた
お金の返済費用）
17億5,323万円

総務費
（人件費や情報化の推進などのほか、
市の運営のための費用）
16億8,568万円

土木費
（道路、河川、公園などの整備や
維持管理費用）
14億3,602万円

教育費
（小・中学校、幼稚園、生涯学習などの振興の費用）
12億8,017万円

消防費
（消防・救急活動、防災対策の費用）
11億6,637万円

衛生費
（ごみ処理、保健衛生などの費用）
7億7,852万円

農林水産業費
（農林水産業振興のための費用）
2億7,251万円

商工費
（商工業の振興や観光振興
のための費用）
2億3,691万円

議会費
（議会の運営のための費用）
1億9,692万円

災害復旧費
（4月の豪雨及び台風26号により
被害を受けた施設の復旧などに）
1億987万円

諸支出金
（土地取得費）
1億98万円

29.2%

13.8%

13.2%
11.3%

10.0%

9.2%

6.1%

2.1%
1.9%
1.5%
0.9%
0.8%

次年度への繰越金

135億2,349万円－127億3,762万円
＝7億8,587万円

歳入－歳出
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平成25年度　決算

こんな事業に取り組みました　― 平成 25 年度主要事業 ―

「支えあい、健やかな暮らしができるまち」づくり
○妊婦・乳児健康診査等経費	
○放射線健康検査経費
○市営住宅整備事業	
○災害公営住宅整備事業	

「安心して安全に暮らせる環境と調和したまち」づくり
○再生可能エネルギー導入促進事業	
○ごみ収集・処理経費	
○防災行政無線整備事業	
○小・中学校体育館トイレ整備事業

「豊かな心を育み、萩っ子がいきいきと育つまち」づくり
○高萩スカウトフィールド支援経費	
○小・中学校生徒指導支援事業	
○松小・秋小校舎改築事業	
○学校施設耐震補強・改修事業	
○津波避難拠点施設（高萩中学校）整備事業
	

「暮らしやすい快適なまち」づくり
○バス路線運行維持費補助金	
○橋梁長寿命化推進経費	
○交通安全施設整備事業	

「地域の活力があふれるまち」づくり
○穂積家住宅活用経費	
○水田農業対策経費	
○農道整備事業	

「ともに力をあわせてつくる自立したまち」づくり
○大学協定事業経費（地域連携分）	
○コミュニティＦＭ放送局支援経費	

東日本大震災復旧・復興関係
○東日本大震災災害廃棄物対策経費	

○放射線相談窓口経費	 	
○津波避難シミュレーション等計画策定経費

○防災行政無線（移動系）整備事業

２,033万円
１,616万円
３,576万円

１億８,779万円

３,512万円
３億６,354万円
５,738万円
431万円

450万円
１,357万円
４,226万円

１億６,989万円
243万円

１,247万円
772万円

２,805万円

100万円
１,331万円
605万円

482万円
653万円

２億３,182万円
２,462万円

２,129万円
9,393万円

高萩市の財政状況を家計簿に例えてみました
―　性質別歳出内訳　―

　平成 25 年度の一般会計歳入決算額（135 億 2,349 万円）を年収 537 万円※として、これを基準に各科目を一
般家庭の項目に置き換えたものです。市の決算には様々な種類の歳入や歳出があり、一般的な家計簿とは内
容が異なります。例えば「人件費」は、経常的な必要経費として「食費」に置き換えました。目安としてご
覧ください。

　収入は給料と副収入を合わせて 200 万円です。支出
は食費・生活費や借金の返済で 265 万円、自宅の増改
築などに 66 万円、その他医療介護費などを合わせて
合計 506 万円かかりました。給料（市税）などではま
かないきれずに、父母（国や県）からの援助や銀行か
らの借入れも行い、家計をなりたてている状況です。

次年度への繰越金【収入―支出】
　31 万円　（7 億８,587 万円）

収入　537 万円（135 億２,349 万円） 支出　506 万円（127 億３,762 万円）

市の財政 家計簿 割合
人件費 食　費 103万円 20. ３%
物件費、補助費等
（旅費、消耗品費、
燃料費、委託料、補
助金などにかかるお
金）

光熱水費、
日用品購
入などの
生活費

92万円 18.1%

扶助費（高齢者や障
がい者、子どもの福
祉などにかかるお
金）

医療
介護費 81万円 16.1%

普通建設事業費、維
持補修費（道路や学
校など施設の新増設
や補修にかかるお
金）

自宅の増
改築、
補修費

66万円 13.1%

繰出金（一般会計か
ら他会計へ支出する
お金）

子どもへ
の仕送り 73万円 14.5%

公債費（市債の元金
及び利子の支払いに
かかるお金）

借金の
返済 70万円 13.8%

積立金など（基金に
積み立てるお金） 貯　金 21万円 4.1%

合　　計 506万円 100％

市の財政 家計簿 割合
市税 給料 164万円	 30.5%
負担金や使用料など 副収入 36万円	 6.7%
国や県から交付され
るお金

父母から
の援助 233万円	 43.5%

繰入金（特別会計や
基金から受け入れる
お金）

貯金の
取崩し 18万円	 3.3%

市債（市が長期間借
り入れるお金）

銀行など
からの
借入

43万円	 8.0%

繰越金 前年度の
黒字額 43万円	 8.0%

合　　計 537万円 100％

※「厚生労働省　平成25年国民生活基礎調査」の１
世帯当たりの平均所得額を参考にしました。
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